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背景 

近年、燃料費の高騰及び環境負荷の軽減のため自動車業界では軽量かつ安全性の高い材料が求められてお

り、高い加工性と安全性をもつ変態誘起塑性（TRIP）鋼が注目されている。変態誘起塑性鋼はベイナイト中

の残留オーステナイト(γ相)が外部からの応力を受けるとマルテンサイトに変態するが、特に、γ相の体積分

率やその形態が TRIP 鋼の機械的特性に大きな影響を与えることが知られている。本研究では、冷間圧延およ

び熱処理によりγ相の体積分率や微細組織を制御した TRIP 鋼の磁気特性を詳しく調べ、TRIP 鋼の磁気的非

破壊評価の可能性について検討した。 

実験方法 
組成が異なる2つの試料A,B（γ相の体積分率fγ0=21

～24%）を用いた(表 1)[1,2]。熱処理(450℃1h)もしく

は 50%冷間圧延を行った円盤型試料について、X 線回折

による構造評価及び集合組織評価、磁気ヨークもしくは

試料振動型磁力計（VSM)を用いた BH ループ測定を実施

した。微細組織の異方性が磁気特性に与える影響を調べ

るため、特に、磁気特性の励磁方向依存性に着目した。 

Table1:  The composition of measuring samples 

Fig1 Dependence of coercivity on excitation direction 
for steel A before and after cold rooling 

実験結果 
試料 A,B ともに、熱処理もしくは冷間圧延後、飽和

磁化の顕著な増大を示した。炭素量を考慮した飽和磁化

計算から、大部分の残留γ相が強磁性相に変態したこと

を確認した。これはＸ線回折解析結果と一致する。一方、

BH 曲線から求めた保磁力は、熱処理後は減少し冷間圧

延後は増加を示すが、磁気ヨークを用いた測定では、い

ずれの場合も保磁力の顕著な励磁方向依存性は観測さ

れなかった。VSM を用いた詳細測定により、冷間圧延

試料(特に試料 A)で僅かに観測されたのみ（圧延方向に

励磁した場合に 10%程度保磁力が増大）である。この

結果は、強磁性α相の集合組織（冷間圧延により{110}<111>から{111}<110>へ変化）に対して転位密度の増

大とともに強磁性α相の集合組織の変化が磁気特性変化に影響を与えていることを示唆している。 
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